
　
昭
和
11
年
の
設
立
以
来
、
大

容
量
の
送
電
が
可
能
な
電
力

ケ
ー
ブ
ル
を
製
造
し
て
い
る

昭
和
電
線
ケ
ー
ブ
ル
シ
ス
テ

ム
。
愛
知
工
場
で
は
、
主
に
発

電
所
や
工
場
な
ど
、
家
庭
用
の

8
0
0
倍
に
も
上
る
電
力
に

対
応
で
き
る
電
力
ケ
ー
ブ
ル
を

製
造
し
て
い
る
。
製
品
検
査
を

担
う
角
さ
ん
は
「
電
力
は
人
々

の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
。

暮
ら
し
を
支
え
て
い
る
こ
と
に

や
り
が
い
を
感
じ
る
」と
話
す
。

昭和電線ケーブルシステム株式会社
品質保障課・角 大介さん

生
活
を
支
え
る
送
電
線

昭和電線ケーブルシステム

1936年設立。開発から
製造までを行う電力ケー
ブルメーカー。愛知工場は
1995年操業。発電所、工
場などで使用される電力
ケーブルを製造している。

愛知工場：御津町佐脇浜2
号地1-10

vol.

33
暮らしに光を届ける

TOYOKAWA PRODUCE

徹
底
し
た
品
質
管
理

電
力
を
未
来
へ
つ
な
ぐ

豊川市が誇るモノづくりと、それに携わるヒト
を紹介します。

1銅線を取り巻くように絶縁体などが幾層にも巻かれている2完成した
電力ケーブルは、大きいもので直径5㍍にもなるドラムに巻いて保管して
いる3異物検査ではケーブルの断面を顕微鏡で確認している
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発
電
所
な
ど
で
使
用
さ
れ
る

電
力
ケ
ー
ブ
ル
は
、
大
容
量
の

電
力
を
安
定
的
に
送
電
し
、
高

電
圧
が
か
か
っ
て
も
耐
え
ら
れ

る
安
全
な
構
造
で
あ
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。
通
電
性
・
加
工

性
を
良
く
す
る
た
め
、
昭
和
電

線
ケ
ー
ブ
ル
シ
ス
テ
ム
で
は
酸

素
な
ど
を
取
り
除
い
た
極
め
て

純
度
が
高
い
独
自
の
銅
線
を
使

用
し
て
い
る
。
電
力
ケ
ー
ブ
ル

は
、
電
気
を
通
す
銅
線
を
中
心

に
、
電
気
を
通
さ
な
い
絶
縁
体

な
ど
、
多
い
も
の
で
11
に
も
な

る
層
で
構
成
さ
れ
る
。

　
ケ
ー
ブ
ル
は
構
造
が
繊
細
な

た
め
、
設
計
通
り
に
作
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
検
査

工
程
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
。

主
な
検
査
は
構
造
・
異
物
・

耐
電
圧
検
査
に
分
類
さ
れ
る
。

構
造
検
査
で
は
、
完
成
し
た

ケ
ー
ブ
ル
の
一
部
を
分
解
し
、

0
.
0
1
㍉
単
位
で
太
さ
な
ど

を
計
測
す
る
。
そ
の
後
、
絶
縁

体
の
断
面
を
顕
微
鏡
で
確
認
す

る
異
物
検
査
や
規
定
量
の
電
気

が
流
れ
る
か
ど
う
か
、
実
際
に

高
電
圧
を
か
け
る
耐
電
圧
検
査

を
行
う
。「
電
気
は
目
に
見
え

な
い
。
ど
の
工
程
に
お
い
て
も

少
し
の
気
の
緩
み
が
ケ
ガ
や
感

電
事
故
に
つ
な
が
る
た
め
、
日

頃
か
ら
手
順
書
を
見
直
し
た

り
、
勉
強
会
で
危
険
予
知
力
を

磨
い
た
り
し
て
、
安
全
管
理
を

徹
底
し
て
い
る
」
と
語
る
。

　
近
年
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
太
陽
光
発
電
所
で
の
需
要

が
増
え
て
き
た
と
い
う
。
今
後

は
、
洋
上
風
力
発
電
な
ど
の
需

要
も
高
ま
る
。「
発
電
方
法
は

変
わ
っ
て
も
送
電
方
法
は
変
わ

ら
な
い
」
と
言
う
角
さ
ん
。
こ

れ
か
ら
も
変
わ
ら
ず
電
力
ケ
ー

ブ
ル
を
作
り
続
け
る
。

モノ、ヒト
シゴト。
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